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マタイ 6:10bc の編集史的研究
― マタイの『天の王国』理解の考察 ―

木　原　桂　二

１． 研究の目的と方法

1.1.  研究の動機

　マルコ福音書において「神の王国（ ）」は、イエスの宣教内容を

示す重要な概念として現れる（

）。一方、マタイ福音書においては多くの箇所で「神の国」が「天の王国（

）」に置き換えられており、その使用回数も増えている。マタイ

に現れる「神の王国」「天の王国」「王国（ ）」などの概念を合計すれば、マ

ルコの約三倍にも及んでいる。

　それゆえ「（神の／天の）王国」は、マタイの宣教理解を考察する上で注目すべき

概念であると言ってよい。本論文においては、この観点を踏まえた上でマタイ福音書

全体における「天の王国」概念の特徴を明らかにする。ただし研究対象が広範囲に及

ぶため、マタイの編集意図が極めて明瞭な箇所を取り上げて釈義することにしたい。

　まず、その準備作業として、王国関連のキーワードに関するマタイの使用箇所と編

集意図を概観できる《資料》を作成したので参照されたい（本論文末尾に配置）。この《資

料》では、マルコ福音書における王国関連の言葉を採用したマタイの編集に加え、Q

資料と特殊資料に施された編集内容を確認できるようにしている。

　この《資料》を見れば、ただ単にマタイが王国関連のキーワードを多用しているだ

けでなく、あ
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

る意図をもって元資料の文言を修正し、自らの福音書を編み上げている

ことが推察できるはずである。それゆえ本来であれば、この《資料》によって提示さ

れたすべての箇所の釈義を行い、相互の箇所の関連性を考察した上でマタイにおける

王国概念の全体像を明らかにしなければならない。しかし、その作業は膨大なものに

なるため、とりあえずは小さな単位から始める必要がある。

　そこで、本論文においてはマタイ を最初の考察対象にしたい。この箇所に

は、マタイの付加と見られる王国関連の文言が確認できるからである。ただし、この

箇所に「天の王国」というマタイ特有の表現が用いられているわけではない。研究

手順として、「天の王国」という表現が直接用いられている箇所から取り扱うのが相
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応しいという考えもあろう。しかし、この箇所における の「あなたの王国（

）」が「神の王国」を示唆することは自明であり、また においては父（神）

の存在場所が「天」であるとされている。それゆえ を「天の王国」関連の箇

所とするのは妥当であると判断して考察を行いたい。

1.2.  研究史

　マタイにおける「天の王国」概念の考察に際して、「神の王国」との意味上の相違

があるかどうかが重要なポイントになる。これに関する研究史を概観すると、キリス

ト教発生以前のユダヤ教諸文献において「天の王国」が使用された形跡はないとの結

論が得られる。旧約と新約の中間時代におけるユダヤ教文献は「天の王国」を使用し

ていないため、それがイエス時代に普及したとは考えにくいからである 1。

　一方「神の王国」の用法になると、古代ユダヤ教文献での用例は少ないものの、旧

約外典・偽典、タルグーム、フィロの著作、カディーシュや他の祈願文、死海文書に

も見られる 。それゆえ、イエスがこの表現を用いたとする想定には無理がない 。

　そこで次のような想定が可能となる。当時、史的イエスは広く流布していた（しか

し使用頻度はそれほど多くはなかった）「神の王国」という表現を、自らの福音宣教

の目的に合わせて利用した。それがイエスの死後、約数十年の時を経て福音書が編集

される過程で、マタイの場合においては同時代のラビ文献等において一般的であった

「天の王国」という表現に置き換えられた。この推測通りであるとすれば、マタイは「天

の王国」に特別な神学的動機を込めていなかったということになる 。

1.3.  問題設定と研究方法

　以上の研究史の概観から、マタイにおける「天の王国」の使用意図に関する概ねの

合意が得られているように思われる。しかしわれわれは、この捉え方に満足すること

はできない。確かに、通時的に見れば「天の王国」は「神の王国」の単純な言い換え

1  エレミアス『イエスの宣教新約聖書神学 I』（角田信三郎訳）新教出版社、 年、188頁参照。
同上、 頁参照。
シュニーヴィント『マタイによる福音書翻訳と注解（NTD新約聖書注解別巻）』（量義治訳）ATD・

NTD聖書註解刊行会、 年、 頁は、この点について反対の見解を示している〔
Matthew 1-13 〕。同書は、イエスの時代に畏

怖の念から神名を避け、代わりに天という語を用いる習慣があったとし、ルカ をその主要
参考箇所としている。しかし畏怖の念がある割には、マタイの４か所で「神の王国」が用いられてい
るのは不可解であるし、ルカ の指摘についても、それをイ

・ ・ ・ ・ ・ ・

エス時代の習慣であったとする
には根拠が薄弱であると思われる。
ルツ『マタイによる福音書 新約聖書注解 I/1』（小河陽訳）教文館、 年、 頁は、

「マ
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

タイ神学からは （神の）を （天の）に変えた理由は認められない」（傍点筆者）
としている。
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であると見なされよう。マタイが、これら二つの概念を同義として用いたことについ

て異論を打ち立てる必要はないと考えられる。

　しかし「神の王国」と「天の王国」が入れ替え可能な概念であるとしても、両者に

は表
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

現上の相違があるのだから、この点を無視することはできない。「神」は信仰の

対象であり、「天」は信仰の対象である神の存在場所である。この違いを考慮すれば、

「神の王国」と「天の王国」に使い分けがなされた可能性を想定することができる。

　たとえば「天と地のつながり」を明確に打ち出すマタイ独自のエピソードが

ある（ ）。これらの箇所から、マタイが「天（の王国）」の

対
・ ・ ・ ・ ・ ・

概念である「地」との関係を意識していることが窺える。「神の王国」と「天の王国」

が同義であるとしても、「天」を「神」に置き換えてしまったら「天と地のつながり」

を表現することはできなくなってしまう。つまり、マタイには「天の王国」という表

現を使う必然性があったと推察できるわけである。

　それゆえ、こうした表現上の差異に込められた編集意図を考察する必要があると考

えたい。その上で、本論文においては、マタイ福音書における「天と地のつながり」

を示す の編集意図に関する考察を行う。

　研究方法としては、 を含む通称「主の祈り」のテキストの資料分析を行うこ

とにより、当該箇所がマタイの挿入句であるかどうかを確認する。その上で、この句

の伝承史的背景について分析を行う。具体的には、旧約聖書において同様のモティー

フが用いられているかどうか（伝承史的視点）、用いられているとすれば、それがマ

タイ福音書の中でどのような文学的機能を果たしているか（共時的視点）を検討する。

ただし考察結果が、マタイの「天の王国」概念を探究する上で導入としての位置づけ

になることについては、すでに述べた通りである。

2.  マタイ 6:10bc の編集意図に関する考察

2.1.  マタイ 6:10bc と Q資料の関係

　マタイ は、通称「主の祈り」の第三祈願と呼び表されている。しかしこの

第三祈願はルカ版の「主の祈り」（ ）には存在しないため、さしあたってはマ

タイが付加した文言であるのか、あるいはルカが削除したかどうかが問題となる。マ

タイとルカは共通の資料である Qを基に「主の祈り」全体を構成していると見て間

違いないが、それぞれの編集作業によって、両テキストには相違が生じている。以下

に、その比較を確認できるよう両テキストを並置したので参照されたい。



－ －

マタイ 6:10bcの編集史的研究

　同一の資料に編集の手が加えられたと想定される場合、どちらが元来のものに近い

かを判断する基準の一つにテキストの短さがある。ある箇所を削除すべき明確な意図

が認められる場合を除いて、削除よりも付加される可能性のほうが高いと判断される。

つまり、短い方がオリジナルのテキストに近いと見なされるわけである。

　その点、「主の祈り」の場合はルカの方が短く、具体的には下線部の文言がマタイ

版にのみ存在することになる 5。この判断基準によればマタイ は付加であると

見なされるが、それを補完する他の根拠があれば、その可能性は増し加わる。 シュ

ヴァイツァーは、 冒頭の句（ ）がゲッセマネの祈り（マ

タイ ）の文言と等しいため、この箇所がマルコの物語に対する付加であること

に着目した上で、マタイの教会（教団） によって祈りが拡大されたと想定している 7。

他の文言については、マタイ版がオリジナルと見なされる箇所もあるが、われわれの課題とする必要
はないので、ここでは考慮から除外する。これについては、 クロッペンボルグ他『Q資料・ト
マス福音書本文と解説』（新免貢訳）日本基督教団出版局、 年、78頁 シュトレッカー『「山
上の説教」註解』（佐々木勝彦／庄司眞訳）ヨルダン社、 年、 頁を参照されたい。
マタイが福音書によって提唱した神学思想（信仰）を共有する共同体が想定されていると思われる
が、歴史的にその姿が自明ではない集団を指して「教会」や「教団」と称することには賛同できな
い。現代の「教会」や「教団」のイメージがつきまとうからである。それゆえ「マタイの信仰共同体」
と表現することを提唱したい。
シュヴァイツァー『山上の説教』（青野太潮／片山寛訳）教文館、 年、 頁参照。

ヴェーダ 『山上の説教 その歴史的意味と今日的解釈』（嶺重淑／ ルスターホルツ訳）日本キリ
スト教団出版局、 年、 頁 シュトレッカー、前掲書、 頁も同様の見解を示している。

（The Gospel of Matthew, ）は、マタイの教会
や教団という語を使うことなく、単純にマタイの付加（ ）としている。一方でシュ
トレッカーは、主の祈りの「原本文の主要な拡張はすでにマタイ以前の時代に行われていた」とし、
マタイの編集的関与を全く認めていない。ところがシュトレッカーは、第三祈願は「マタイ神学と
緊密な親和性をもっている」（ 頁）とも指摘している。もしも第三祈願がマタイの編集的関与の
結果でないとすれば、この「緊密な親和性」は偶然ということになるのだろうか。

マタイ6:9b-13 ルカ11:2c-4 
9bc 
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　さらに「天におけるように地の上にも（ ）」（ ）を、マ

タイの編集意図の結果であると想定できるだろうか。この点に関して、小河陽の見解

が重要であると思われるので引用したい。「天と地は区別されながら呼応関係を持っ

ている。地上で解きつなぐことは天上でも解きつながれる（ ）。それが『主

の祈り』の第三の祈願の意味を明らかにする（ ）」8。

　われわれもマタイにおける天と地の呼応関係という視点が存在することを想定する

が、しかしその論証のためにはテキストの詳細な分析が必要である。つまり、このモ

ティーフがマタイ福音書全体の中でどれくらい意図的に用いられているかを検証しな

ければならない。その上で、もしもマタイにそのようなストラテジーが認められると

すれば、「神の国」が「天の国」へ意図的に置き換えられたとする想定の裏付けを得

られることになろう。

　そこで、今回はわれわれの考察対象である に見出される天と地の関係を伝

承史の視点から検証するために、旧約聖書の表現を手がかりにしたい。そうすること

によって、マタイの表現が旧約的な表現の継承に過ぎないのか、あるいはそこにマタ

イ独自の思想の反映が確認できるかどうかが明らかになるであろう。

2.2.  マタイ 6:10bc の伝承史的考察

①　マタイ について

　 ルツによれば （あなたの御心がなるように）との祈願が

ユダヤ教に並行している例はないという 。しかしながら、神
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

の意志を実践しようと

す
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

る信仰者の言葉であるなら詩編に見出すことができる。

　たとえば詩 には「あなたの意思を行なうことを、わが神よ、私は悦びます

（    ）」 という表現がある。この節の （ ）においては、
神の意思を「行なうこと（ ）」に強調点が置かれているため、神の意思の

実現を祈願するマタイ の表現とは異なっている。さらに の「私に教え

て下さい、あなたの意思を行なうことを（ ）」11という文言の
（ ）においても「行なうこと（ ）」が祈願者の主要な関心事となっている。

　それゆえ、これらの詩編のテキストの表現とマタイ には相違が認められる

小河陽『マタイによる福音書旧約の完成者イエス』日本基督教団出版局、 年、 頁。
ルツ、前掲書、 頁参照。しかし、エリエゼルの祈り b. Ber. が近い文言として紹介されている（
頁、尾注 ）。また、 （The Gospel of Matthew : A Commentary on the Greek Text,

）は m. 'Abot b. Ber. 1 Macc. を掲げている。他方、シュ
トレッカー（前掲書、 頁）は「ラビ文献にこれに対応するものが見当らない……」としている。
『旧約聖書 詩篇』（旧約聖書翻訳委員会訳） 年、 頁より引用。
同上、 頁より引用。
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と言ってよい。しかしマタイに「天におられる私の父の意思を行なう者（

）」が天の王国に入る（ 参照）という表

現があり、マ
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

タイ全体においても信仰者の行為が重視されているのだから、詩

がマタイの念頭になかったとは言えないであろう。つまりマタイにおいて、神の意思

を神自身が行為するのか、あるいは人間が実践するべきかという対立の問題があると

は思われないのである。いずれにせよ表現のレベルに限って言えば、 がマタイ

独自のものであるのは間違いない。

②　マタイ について

　この箇所における天と地への言及は重要である。果たしてマタイは、この表現を独

自の発想に基づいて創作したのだろうか、あるいは基になる伝承が存在するのだろう

か。この問題について、旧約聖書のテキストとの比較検討を通して考察したい。

　まず基本的な事柄として、旧約聖書における天と地は「組み合わせ」の形で表現さ

れることが多いという事実を指摘したい。この組み合わせをどう数えるかは、その文

脈をどの範囲にまで広げて考慮するかによるが、 は、少なくとも 185

回にわたって使用されていると報告している 。この数値から明白であるように、天

と地の組み合わせは旧約伝承のモティーフに由来するものであり、マタイがその影響

を受けていることは無理なく想定できる。

　ただし、この「組み合わせ」に関する表現形式の傾向については、さらに踏み込ん

だ見方が必要である。なぜなら天と地の組み合わせが並
・ ・

置されている場合と、対
・ ・

置さ

れている場合の二つの傾向が確認できるからである。前者に関する代表的なテキスト

は以下の通りである 。

　　はじめに神は天と地を創造した 。（創 1:1）

　　……、天地の造り主、いと高き神に……15。（創 ）

　　わたしはまた、あなたたちの天を鉄のように変え、あなたたちの地を銅のように

　　変えるであろう 。（レビ ）

　　今日私は、あなたたちに天と地を証人として証しする。……17（申 ）

　　喜べ、天は、歓喜せよ、地は……18。（代上 ）

Heaven and Earth in the Gospel of Matthew, 

『旧約聖書 創世記』（旧約聖書翻訳委員会訳） 年、 頁より引用。
『聖書新共同訳』（共同訳聖書実行委員会訳） 年、18頁より引用。
『旧約聖書 出エジプト記レビ記』（旧約聖書翻訳委員会訳） 年、 頁より引用。
『旧約聖書 民数記申命記』（旧約聖書翻訳委員会訳） 年、 頁より引用。
『旧約聖書 歴代誌』（旧約聖書翻訳委員会訳） 年、 頁より引用。
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　他方、天と地が対置されている代表的なテキストは下記の通りである 。

　　天は、ヤハウェのための天、地は、かれがひとの子らに与えた 。（詩 ）

　　まことに、ヤハウェはおのが聖なる高みから見下ろした、天から地をかれは眺め  

た、 ……（詩 ）

　　神の前では、言葉を出そうとして、慌てて口を開いたり、心を焦らせたりするな。

なぜなら、神は天におり、あなたは地上にいるのだから 。（コヘ 5:1）

　　ヤハウェは、こう言われる、「天はわが王座、地はわが足の台座。……」（イザ

）

　これらの例が示すように、旧約聖書には天と地が一体のものとして言及されている

テキストと、天と地の断絶を強く意識したテキストが存在している。とはいえ、天と

地の組み合わせが旧約伝承の中で重要な主題となっているのは間違いない。

③　マタイ について

　これまで と を個別に取り扱ったが、 全体に直接影響を与えたと見ら

れるテキストは存在するのだろうか。これについて は、関係する並行箇

所として詩 を示している 。テキストは以下の通りである。

　　すべてヤハウェが悦ぶことをかれは行なう、天と地で、……

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　 （ ）

　この文言は と類似しているが、内容的に著しい相違があることに留意しな

ければならない。まず神の意思を行なうことに関する前半部分について、マタイの場

合は祈願文であるという点に大きな特徴がある。詩 は、そうではなく神自身の

行為として言及されている。さらに後半部分については、天と地が一体のものとして

op. cit.,
『旧約聖書 詩篇』、 頁より引用。
同上、 頁より引用。
『旧約聖書 ルツ記雅歌コーヘレト書哀歌エステル記』（旧約聖書翻訳委員会訳） 年、75頁
より引用。
『旧約聖書 イザヤ書』（旧約聖書翻訳委員会訳） 年、 頁より引用。

（Matthew, ）は詩 と共に、t. Ber.
も類似した箇所として提示している。
『旧約聖書 詩篇』、 頁より引用。
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想定されている詩 と異なり、マタイでは天と地の隔絶が前提とされている。そ

の上でマタイは、天と地が神の意思によって一致するように祈願しているのである 。

つまり、詩 とマタイ は表現が類似しているものの、思想的には直接的な

関係がないと言える。

　以上の考察から、第三祈願文であるマタイ は、その独自性が顕著であるこ

とがわかる。しかも、その思想は「天と地をつなぐ」ことを強調するマタイの傾向（

）とも密接に関係しているため、これを独自の編集意図に基づく挿入

句であると判断することができる。

3.  結語

　研究史において確認したように「天の王国」と「神の王国」に神学的な意味の相違

を認めることはできない。これら二つの表現は、入れ替え可能な同義語なのである。

　それなら、なぜマタイは「天の王国」という表現を用いたのだろうか。定説では、

マタイがユダヤ教の伝統に基づいて神名の使用に畏怖の念を抱いたからであるとされ

ている。しかしそうであるとすれば「神の王国」がマタイ福音書の中で か所用いら

れているのは、なぜなのだろうか。マタイが犯した編集上の不注意にしては数が多い。

畏怖の念が理由であれば、なおさらである。

　そこでわれわれは神名を避けるためではなく、むしろ「天の」という文言を用いる

必
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

然性があった可能性を考慮した上で、マタイ の編集意図を考察した。

　その結果、マタイは「天の王国」という表現を用いることにより、天と地の断絶を

神の意思によって統一させようとするマタイの神学思想的な背景があるとする結論が

得られた。この仮説が正しければ、「天の王国」という表現はマタイのイメージ戦略

である と見なすことができる。とはいえ、今回の考察結果を最終的な判断とする

ことはできない。他の重要箇所に関しても考察を行う必要があるので、それを今後の

課題としたい。

おそらく、天と隔絶している地に神の意思が実現するというモティーフは、マタイが強調する「天
の王国」の告知（ ）と密接に関係していると思われる。そうであれば天の王国の接近は、単
に神の支配領域の拡大にとどまらず、神の意思の実現という実質的な意味を帯びていると考えられ
る。

The Nature and Demands of the Sovereign Rule of God in the Gospel of Matthew, 
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